
１０ 総合的な学習の時間

（１） 総合的な学習の時間の目標・観点図

本 校 の 教 育 目 標

＜考える＞ ＜励 む＞ ＜労 る＞

総合的な学習の時間の目標

自分と地域の「ひと・もの・空間」とのかかわりにおいて、探究的

な活動を通して総合的に追究する方法を身につけ、そこにある問題を

自ら見いだし、仲間と協同して解決し、学んだことを発表・表現する

とともに、自己の在り方や生き方を見つけようとする。

＜考える＞ ＜励 む＞ ＜労 る＞

校 訓

○ 課題を見つけ追究する力

○ 仲間と調べ、活動する力

○ まとめ発表・表現する力

『 よく考え、健康で誠実に励み、労り合う生徒の育成 』

・学んだことをもとにま

とめて、学校内外で発表し

表現する力を育てる。

花を愛し、ふるさと

を愛し、お互いを労り

合う生徒

心身ともに健康で、ボ

ランティア活動・体力の

向上に励む生徒

授業に真剣に取り組み、

よく考える生徒

総 合 的 な 学 習 で つ け た い 力

・課題をみつけ、それを

解決しようとする態度を

育てる。

・疑問点を見つけ、仲間

と協同して調べ活動する

力を育てる。



（２） 総合的な学習の時間の全体計画

<学校・生徒の実態>
・ 教師の指示を待って動く傾向

がある。

・ 自信を持って意見を言えない
傾向がある。
・ 集団生活で、周りに気配りでき
ない生徒がいる。
・ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動や生徒会活動に
積極的に活動する。

<学校の教育目標>

よく考える生徒

健康で誠実に励む生徒

労り合う生徒の育成

<保護者の願い>

・ 将来の夢に向かって努力して
欲しい。

・ 学力・体力の向上に取り組ん
で欲しい

・ 正しい学習・生活習慣を身に
つけて欲しい。

地域の実態
・ 地域の登校あいさつ
登校運動を行う方々
・ 清流な祝子川をはじ
めとする自然
・ 地域のまつり・収穫祭
・ 由緒ある伝統文化

総合的な学習の時間の目標

自分と地域の「ひと・もの・空間」とのかか
わりについて、探究的な活動を通して総合
的に追究する方法を身につけ、そこにある
問題を自ら見いだし、仲間と協同して解決し
ようとするとともに、自己の在り方や生き方
を見つけようとする。

地域の願い

・ 歴史と伝統のある中学校
で懸命に学習し、地域と共
に歩み地域の誇りを持つ生
徒になって欲しい。

＜育てようとする資質・能力・態度＞

学 ・問題状況の中から適切に課題を設定
習 する。
方 ・課題解決をめざし比較・推測する。
法 ・自分と異なる他者の意見を尊重しつ

つ、自身の考えを表現する。

自 ・自己の将来を考え、将来への夢や希望
分 を描く。
自 ・目標を明らかにし、課題を解決するた
身 めに計画的に実行する。

社 ・仲間のお互いの特徴を生かして、協同
会 して課題を解決する。
・
他 ・地域の社会活動に参画する。
者

＜内 容＞

課
学習対象 学習事項

題 ・
ｺ ﾐ ・表現活動において、課題
ｭﾆ ・コミュニケ を設定し、言語活動を通し
ｹ ｰ ーション ・言 て他者の意見を尊重しつ
ｼｮ 語活動 つ自分の考えを分かりや
ﾝ すく伝える。
力

職 ・地域で働く ・ 職業等に関して職業体験
方々の仕事 など主体的に探究活動を

業 に 対 す る 姿 行い、自己の職業観につい
勢や願い て考える。

自
己 ・自己の将来 ・自己を理解し、自分の課題
の 見向けて を把握し、将来の生き方を
将 考え、その解決のために計
来 ・地域社会 画的・協同的に活動する。

（学習活動）

○自分と社会を見つ
め、将来について考
えよう。（将来と職業
を視野に入れて）

○対話・話し合いを
通して協同的に活動
する（各体験活動）
○自他の思いや考え
を伝え合う表現活動

（指導方法）

○課題意識を高める
指導方法の工夫

○言語活動を積極的
に取り入れた学習活
動の位置づけ

○対話やコミュニケ
ション力を重視した
学習活動の充実

（学習の評価）
・個人内評価の重視
・指導と評価の一体化
・観点別学習評価把握

評価の観点
○課題を発見し探究
する力
○学んだことをまと
め表現する力
○協同して活動する
力

（指導体制）

○学年または全校
を中心とした指導
をサポート体制

○異学年同士での
実践と情報の交流
を行う。

○全教員による支
援体制の確立



（３） 総合的な学習の時間の計画と時数

① 各学年ごとの時間数の配置

学習の （内容） １ 年生 ２年生 ３年生

課題・追究学習 １１時間 １３時間 ２９時間

(くろいわ）・ふるさと学習 ９時間 ９時間 ９時間
(自己の生き方学習) ２時間 ４時間 ２０時間

調査・体験学習 １１時間 １７時間 １２時間

（職業体験の事前学習） ６時間 １２時間 ７時間
（地域交流体験学習） ５時間 ５時間 ５時間

まとめ・表現学習 ２８時間 ４０時間 ２９時間

（職業体験学習の発表・まとめ） ４時間 １０時間 ５時間
（くろいわ祭関連） ２４時間 ２４時間 ２４時間

（立志式関連） ６時間

計 ５０時間 ７０時間 ７０時間

② 学習内容別計画及び時数

○ （くろいわ）ふるさと学習 ９時間（全学年）

課 ・ばんば太鼓について ２時間

題 ・大野神楽について ２時間

・ ・派遣事業について ５時間

追

究 ○ 進路・調査学習（高校説明会４時間） ２０時間（３学年）

学 オリエンテーション １時間

習 進路情報調査学習 ５時間

進路活動 ４時間

進路情報特色等まとめ学習 ４時間

発表準備 ２時間

○ 研修事前学習→まとめ発表 １２時間（２学年）

オリエンテーション １時間

調 職業調べ ３時間

査 あいさつ・礼法指導 １時間

・ 事前学習(調査・打ち合わせ) ７時間

体

験 ○ 職業調査・体験学習 ６時間(１学年),７時間(３学年)

学 事前学習（調査・打ち合わせ） ７(6)時間

習 体験活動（当日の学習） （１２時間）夏季休業中実

○ 地域交流体験活動 ５時間 (各学年)

ま ○ 発表・表現活動学習 (1 年)２８時間 (2 年)４０時間 (3 年)２９時間

と （くろいわ祭関連）

め オリエンテーション １時間 １ 時間 １ 時間

・ 発表・表現学習活動 ２３時間 ２３時間 ２３時間

表 （職業体験学習） 発表まとめ学習 ４時間 １０時間 ５時間

現 (立志式関連) 発表準備 ６時間

学

習



③ 総合的な学習の時間の年間予定

学習形態;「探究的な学習」→ 課題の追究、協同学習と体験学習の重視、表現場面の設定

内 課題・追究学習 調査・体験学習 まとめ・表現学習

容 (くろいわふるさと学習・ （職業体験の事前・事後学習） （くろいわ祭発表・表現学習）

自主研課題・ 情報・進路調査) （自主研調査活動学習） （職業体験のまとめ発表学習）

（立志式発表学習）

時期

１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年
１１時間 １３時間 ２９時間 １１時間 １７時間 １２時間 ２８時間 ４０時間 ２９時間

４月 ばんば太鼓 ばんば太鼓 ばんば太鼓

（２時間）（２時間） （２時間）

５月

高校説明 高校説明 高校説明

（２時間）（４時間） （４時間）

６月

職業体験 職業体験 職業体験

大野神楽 大野神楽 大野神楽 （６時間） (12 時間) （７時間）

（２時間）（２時間） （２時間）

７月

体験学習 体験学習 体験学習 くろいわ祭 くろいわ祭 くろいわ祭

８月 （24 時間） (24 時間) （24 時間）

９月 職業･発表 職業･発表 職業･発表

まとめ まとめ まとめ

（４時間） (10 時間) （５時間）

進路追求学

習(18 時間）

発表 発表 発表

11 月 派遣事業 派遣事業 派遣事業

(５時間) ( ５時間) (５時間) 発表・表現 発表・表現 発表・表現

地域交流学 地域交流学 地域交流学

習(5 時間) 習(5 時間) 習(5 時間)

12 月

１月

立志･表現

２月 (６時間)

表現

３月 まとめ


